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熊本地震による被災者への保険診療の取扱い 

この間に出された厚労省事務連絡をもとに、熊本地震による被災者への 

保険診療の取扱いについてまとめましたのでお送りいたします。 

＜厚労省ＨＰ「平成２８年熊本地震関連情報」＞ 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431.html

１．被災者が保険証を提示できない場合の取扱いについて    

次の事項を確認すれば、保険診療が可能です。 

＜ 確認事項 ＞

１．氏名 

２．生年月日 

３．連絡先（電話番号） 

４．加入している医療保険者が分かる情報 

① 被用者保険の場合：事業所名 

② 国民健康保険組合の場合：住所と組合名 

③ 市町村国保・後期高齢者医療制度の場合：住所

※ 保険請求の際には、上記の確認事項をレセプトの欄外上部に記載して 

支払基金または国保連合会に提出します。 

※ 院外処方せんを交付する場合も、上記の確認事項を処方せんに記載します。 

２．被災者の一部負担金の支払い猶予・免除の取扱いについて  

次に該当する場合は、平成２８年７月末までに行われた診療・調剤・訪問看護に

ついて、一部負担金の支払いが猶予・免除されます。 

＜ 対象者 ＞ ※当面の間は患者の自己申告により判断します（罹災証明書は不要） 

① 住家の全半壊、全半焼又はこれに準ずる被災をした方  

② 主たる生計維持者が死亡、重篤な傷病を負う、行方不明の方  

③ 主たる生計維持者が業務を休止、廃止、失職して現在収入がない方  

＜ 一部負担金の支払いが「猶予」される方 ＞ 

熊本県内の健保組合・国民健康保険組合に加入されている方 

※県外の健保組合につきましては、各健保組合にお問い合わせください。 

＜ 一部負担金の支払いが「免除」される方 ＞ 

① 熊本県内の市町村国保に加入されている方  

② 熊本県後期高齢者医療に加入されている方  

③ 協会けんぽに加入されている方 

＜ 医療機関の窓口での確認 ＞ 

住所が熊本県内であることを確認し、一部負担金の支払い猶予・免除の対象者で

ある旨（例：住家が全壊、など）をカルテ等の備考欄に記録します。
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※ 入院時食事療養費・生活療養費に係る標準負担額については、猶予・免除の対

象外とされており、これまでどおり徴収することとされています。  

※ 一部負担金の支払い猶予・免除に該当する場合は、医療費の１０割をレセプト 

請求します。 

※ 介護保険の利用料についても、同様の免除措置があります。  

３．既往歴や服薬情報等を把握できない場合の取扱いについて  

被災者が“かかりつけ以外”の医療機関に受診し、受診先の医療機関において、

その患者の既往歴や服薬情報等が把握できない場合には、患者の同意を得た上で、

熊本県国保連合会（又は国保中央会）、支払基金熊本支部（又は基金本部）に照会

することにより、患者の罹患情報の提供を受けることが可能です。 

【熊本県国保連合会】電話：０９６－３６５－０８１１  

【支払基金熊本支部】電話：０９６－３６４－０１０５  

【国 保 中 央 会】電話：０３－３５８１－６８２１ 

【基 金 本 部】電話：０３－３５９１－７４４１ 

４．一部負担金の支払い猶予・免除の場合のレセプトの請求方法  

（１）以下の２つに分けて熊本県国保連合会または支払基金熊本支部に請求します。 

１．一部負担金の徴収が“ある”レセプト（通常の保険請求をするレセプト） 

２．一部負担金の徴収が“ない”レセプト（１０割を保険請求するレセプト） 

※ 被災により保険証の提示ができなかった患者のレセプトも、上記の２つ

に区分けし、他の患者のレセプトと混ぜて請求します。 

（２）一部負担金の徴収が“ない”レセプトのみ、欄外上部に赤色で「災１」と記 

載します。 

※ 電子レセプトで請求する場合は、レセプト共通レコードのレセプト特記

事項に「９６」、保険者レコードの「減免区分」には該当するコード、

摘要欄の先頭に「災１」と記録します。 

（３）同一患者について、同月に下記①と②の診療分が混在する場合も、①と②の 

診療分ごとに分けてレセプトを作成し、一部負担金の徴収が「ある・ない」 

の２つに分けて審査支払機関に請求します。 

① 一部負担金の徴収が“ある”診療分（震災前） 

② 一部負担金の徴収が“ない”診療分（一部負担金の支払猶予・免除後） 

（４）（３）において、①と②の診療分ごとに分けることが困難なレセプトについ 

ては、赤色で「災２」と記載し、震災前の診療分で徴収した一部負担金の額 

を摘要欄に記載して、レセプト１枚で提出します。 

※ 電子レセプトで請求する場合は、レセプト共通レコードのレセプト特記

事項に「９７」、保険者レコードの「減免区分」には該当するコード、

摘要欄の先頭に「災２」と記録し、震災前の診療分で徴収した一部負担

金の額を摘要欄に記録します。 

熊本県保険医協会（電話）０９６-３８５-３３３０（ＦＡＸ）０９６-３８５-６４４８ 


